
自
治
体
J¥ 

の
広
が
り
期
待

国
土
交
通
省
直
轄
工
事
で
の
適
用
拡
大
を
背
景
に
、
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
ベ
ン
ダ
ー
各
社
が
一
斉
に

機
能
強
化
に
舵
(
か
じ
)
を
切
り
始
め
た
。

A
S
P
(
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
パ
イ
ダ
l
)
方
式

の
採
用
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
こ
そ
が
同
業
他
社

と
の
差
別
化
に
つ
な
が
る
唯
一
の
選
択
肢
で
あ
る
か
ら

だ
。
機
能
強
化
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
か
。
最
新
シ
ス
テ
ム

の
動
向
を
追
っ
た
。
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1
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照

りだわ
.圃圃
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西
日
本
建
設
業
保
証
の
子
会

社
、
建
設
総
合
サ
ー
ビ
ス
(
大
阪

市
西
区
)
が
提
供
す
る
受
発
注
者

閣
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
『
電
納

A
S
p
e
r
(デ
ン
ノ
ウ
エ
ス
パ

l
)
』
は
、
使
い
勝
手
の
良
さ
と

と
も
に
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

な
ど
を
強
み
に
導
入
を
増
や
し
て

い
る
。電
納
A
S
p
e
r
の
開
発
と
販

売
開
始
は
2
0
0
2年
に
さ
か
の

ぼ
る
。

C
A
L
S
/
E
C
の
一
環

と
し
て
、
同
じ
西
日
本
建
撃
未
保

証
の
グ
ル
ー
プ
会
社
(
日
本
電
子

認
証
)
が
手
掛
け
る
電
子
入
札
用

I
Cカ
ー
ド
と
同
時
期
に
販
売
を

始
め
た
。
建
設
会
社
の
社
内
向
け

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
発
展
さ
せ

る
形
で
開
発
し
た
。
佐
々
木
淳
一

常
務
は
「
開
発
は
約
叩
年
前
だ
が
、

本
格
的
に
導
入
が
進
ん
だ
の
は
、

こ
こ
数
年
」
と
説
明
す
る
。

乏マう石現場

機
能
的
に
は
国
土
交
通
省
の
機

能
要
件
や
工
事
完
成
図
書
電
子
納

品
要
領
(
案
)
最
新
版
に
対
応
す

る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
掲
示
板
、

標
準
帳
票
様
式
の
ほ
か
、
写
真
管

理
や
図
面
管
理
な
ど
の
機
能
を
備

え
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
最
大
の
特
長
は
、

使
い
勝
手
の
良
さ
。
西
日
本
建
設

業
保
証
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
建
設

業
と
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
蓄
積

が
生
き
る
。
「
利
用
者
か
ら
は
操

作
性
が
良
い
と
評
価
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
あ
り
き
で
は

な
く
、
建
設
業
に
と
っ
て
最
適
な

シ
ス
テ
ム
を
常
に
考
え
て
い
る
こ

と
が
強
み
に
な
っ
て
い
る
」
(
佐

々
木
常
務
)
。
説
明
書
を
見
な
く

て
も
、
イ
メ
ー
ジ
で
操
作
で
き
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
。あ
わ
せ
て
サ
ポ
ト
ト
体
制
も
充

実
さ
せ
て
き
た
。
専
用
の
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク
を
設
け
、
利
用
者
の
質
問

に
電
話
な
ど
で
丁
寧
に
対
応
す

る
。
受
発
注
者
向
け
の
説
明
会
に

も
積
極
的
で
、
「
年
間
で
延
べ
1

5
0
回
以
上
開
催
し
て
い
る
」

(
山
本
裕
之
経
営
事
業
部
長
)
。

あ
わ
せ
て
費
用
を
安
価
に
抑
え
る

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

て
初
期
設
定
費
用
の
無
料
サ
i

朝
岐
静
建
信

ス

も

実

施

し

て

い

る

。

・
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・
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国
交
省
で
は
、
自
局
の
サ
i
てυ
a

斉
信
業

ー
で
情
報
共
有
し
、

A
S
P
を
荊
幽

.H
経
売
経
経
通
工

用
し
て
い
な
い
中
園
地
方
整
備
局
幽
応
部

z=ロ設

と
仰
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
幽
撤
回
読
産
刷
嘘
建

を
除
き
、
北
海
道
開
発
局
を
始
め
、
幽

h
M
U
1
4
7
m
G
m

東
北
、
関
東
、
北
陸
、
中
部
、
近
幽

畿
、
四
園
、
九
州
の
7
地
方
整
備
仇

局
の
す
べ
て
に
シ
ス
テ
ム
を
提
供
物

し
て
い
る

o
m年
度
で
は
中
部
、
物

近
畿
、
九
州
の
3
地
整
で
選
定
さ
切

れ
る
な
ど
実
績
は
拡
大
し
て
い
切

る

。

物

園
以
外
で
も
東
京
都
、
長
野
県
、
幼

鳥
取
県
、
佐
賀
県
、
宮
崎
県
、
本
仇

州
四
国
連
絡
高
速
道
路
会
社
な
ど
仰

に
提
供
し
て
き
た
。
た
だ
、
「
都
仇

道
府
県
レ
ベ
ル
で
は
自
ら
の
サ
i
w

パ
ー
を
活
用
す
る
事
例
が
多
く
、
物

情
報
共
有
A
S
P
シ
ス
テ
ム
の
活
仇

用
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
が
現
物

状
」
(
佐
々
木
常
務
)
と
説
明
す
る
。
例

営
業
体
制
は
保
証
会
社
グ
ル
!
物

プ
と
し
て
、
北
海
道
地
区
は
北
海
物

道
建
設
業
信
用
保
証
の
子
会
社
で
物

あ
る
北
保
証
サ
ー
ビ
ス
、
東
日
本
物

地
区
は
東
日
本
建
設
業
保
証
子
会
均

社
の
建
設
経
営
サ
ー
ビ
ス
、
こ
の
物

ほ
か
グ
ル
ー
プ
会
社
の
日
本
電
子
物

認
証
と
業
務
提
携
し
て
事
業
を
展
物

開

し

て

い

る

。

例

目
年
度
か
ら
国
交
省
は
原
則
と
仇

し
て
す
べ
て
の
土
木
工
事
で
情
報
物

共
有
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
。
物

「
国
の
適
用
が
先
行
す
る
こ
と
仰

で
、
自
治
体
で
の
導
入
拡
大
に
弾
物

み
が
つ
く
の
で
は
」
(
同
)
と
期
物

待
す
る
。
自
治
体
で
の
普
及
が
進
物

み
始
め
れ
ば
、
全
国
で
細
や
か
に
仇

営
業
で
き
る
体
制
が
必
要
に
な
切

る
。
将
来
的
に
は
営
業
サ
ポ
ー
ト
物

体
制
の
拡
充
が
課
題
に
な
る
。
物

(
朝
野
倍
司
)
」
物

受発注者向けの説明会は年150回以よ
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